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東海地方における湧水湿地の分布と特徴（中間報告） 
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東海・近畿・瀬戸内地域を中心とする西南日本の丘陵地には、貧栄養の湧水によって形成された、泥炭の蓄

積に乏しい小規模な湿地が点在しており、湧水湿地と呼ばれている。湧水湿地は、絶滅危惧種や地域固有種を

はじめとした希少な生物種のハビタットであり、保全上とりわけ重要な生態系である。 

 

2013 年に発足した「湧水湿地研究会」では、湧水湿地に関する研究の進展と保全の推進を図ることを目的と

して、まずは東海地方（愛知県・岐阜県・三重県・静岡県・長野県）の湧水湿地のインベントリ作成に取り組んで

いる。2015 年 7 月までに、岐阜県土岐市や愛知県瀬戸市を中心に、合計で約 1,100 箇所の湿地情報を把握し

た。この結果、湧水湿地の立地標高の中央値がおよそ 250m であること、0.1ha 未満の湧水湿地が全体の約 75%

を占めることなどをはじめとして、立地する場所の物理的特色や水質の傾向、そこに生育する植物種の多寡が

明らかとなってきた。しかし、まだ調査データの乏しい地域（愛知県三河地方・岐阜県東濃東部地域・三重県及

び静岡県域など）もあるため、解析結果は今後いくらか変化する可能性がある。 

 

今後は調査データの乏しい地域の湿地調査を進めるとともに、豊富な情報があることを活かした基礎的な分

析にも取り組んでゆきたい。具体的には、地形・地質・周囲の植生といった空間データと組み合わせて潜在的な

分布を推定すること、植物種の相補性分析を行って保全の優先度・有効な保全の単位を明らかにすることなど

である。 

 


